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ちょうふ環境市民懇談会からのお知らせ 

ちょうふの自然だより 

ちょうふ環境市民懇談会では、調布市環境管理計画見直し（環境基本計画策定）の機会に合わせ、8 月と 9

月の運営会議にて、ちょうふ環境市民懇談会が今後10年間でとりくみたいことを話し合いました。 

 

ちょうふ 
環境市民懇談会 
運営会議 

（市民・事業者・行政で

話し合う場） 

行政 

事業者 

市民 
解決できない問題 

市民の情報交換、意見交換 
＝（活動グループ）れんらく会 

ちょうふ環境市民懇談会 とは 
市民、事業者、行政のパートナーシップのもとに、今あ

る調布の自然を大切に、また失われつつある自然を改善

するために設立された「しくみ（場）」です。 

目的を理解し、活動に携わろうとする人は誰でも参加で

きます。 

 
 

現在、市民・事業者・行政の 3 者で調布の自然環境につ

いて話しあう場「運営会議」と、市民の情報交換、意見

交換をおこなう「（活動グループ）れんらく会」の２つの

場があります。現在、それぞれ月に１回の会合を行って

います。―詳しい日程は４面をご覧下さいー 

◇今後１０年間でとりくみたいこと 
 

●都内でも貴重な自然資源である崖線･深大寺地区を保全する 

●継続的に環境に関わる市民を増やす 

（ファンクラブ２万人・緑のサポーター制度） 
 

①すぐにとりくむ活動 
・多くの人に佐須・深大寺地区をＰＲする 

②長期的にとりくむ活動 
・市民活動の法人化 

・市民が一部の場所からでも（自然環境を）管理していく 

●とりくみの内容は、今後

ちょうふ環境市民懇談会運

営会議や、運営委員の話し

合いで具体的なものにして

いきます。 

●とりくみの詳細や佐須深

大寺地区の紹介は今後も自

然だよりでもお知らせして

いきます。 

・こんな活動をしてみたい

などあなたのご意見をお寄

せ下さい。 

ここは柏野小学校裏、国分寺崖線の緑地帯に連なるかに

山といわれる雑木林の間にある通称引き摺り坂と呼ばれ

る間道のひとつです。かに山の名前の由来は、崖線から

湧き出る清水の小川にたくさんの沢がにがいたことから

といわれています。当時、湧き水があったころは、さら

にひんやりとしていたのかなぁと想像されます。このひ

んやりとした風は、ただ日陰であるというだけではなく、

木々の葉から水分が蒸発する蒸散作用によるものです。

水が気化する際に必要な熱が奪われることで、葉が冷え

るわけです。葉から蒸発した水分は、根から吸い上げた

水分で補給され、葉が枯れることを防いでいます。昔の

人は、住宅の回りに大きくなる落葉樹を植えて、夏涼し

く、冬暖かい環境を作り出していました。 （尾辻義和）
写真右手の緑が「かに山」と呼ばれています



 

 

 

 

 

   

環境モニター 
9/3（土）：多摩川ワンド～府中用水下流： 

参加者8名 環境モニターの今年度の目標の「（固
定の）フィールド以外の植物も記録する」に向けて、

今回は固定のフィールドを観察せず、範囲外の植物

を観察、記録しました。 

今回見られた鳥は、アオサギ、カワウ、コサギで

した。声だけであればカワセミもいたようでした。

また、工事のため多摩川住宅の近くにできた石河原

に、カラスがたくさんいました。 

府中用水を橋の上から見ると、魚がたくさん泳い

でいました。種類は、たぶんウグイなどとのこと。

植物は、メドハギ、ツルマメ、ヤハズソウなど、

秋のマメ科の花がきれいに咲いていました。 

キンエノコロの穂をライターであぶって食べて

みました。ポップコーンになるという話でしたが、

はねないで焦げてしまいました。焼きとうもろこし

のような味がしま

したが、あまり美味

しくありませんで

した。もっと実が稔

ったらポップコー

ンになるのでしょ

うか…？ 
（はにゅうだ） 
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９月 1８日、３連休の中日の

せいか参加者は少なめ。 

樹林地にはじめて落ち葉溜め

を作りました。市有地領域に

は竹ヤブはあるのですが竹の

本数が少ないため、廃棄され

る木製のパレットをもらい受

け、角材で枠を固定し、プラ 

モデルのように組み立てました。傾斜地の途中部分に設

置しましたが、景観にマッチしています。大きいので天

地返しも楽にできそうでこれも楽しみの一つになりそ

うです。設置場所は、落葉樹の多い区域なので、たくさ

ん落ち葉を積み上げたらカブトムシの楽園になること

でしょう。 

台風が２回通過したためか、折れた枝があちこちにあ

りました。樹林地内が整備されると、枯れた立ち木が目

立ちます。倒れると危険なので、次回活動日には伐採す

る木を選ぶことにしました。 

12 月には児童館との交流を予定し、今後の作業にも

楽しみが増えています。（本多） 

廃棄されるパレットを使った 

落ち葉溜め 

 

 

 

☆入間・樹林の会から もうひとつお知らせ☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入間・樹林の会

「コカ・コーラ環

境教育賞」受賞（7

月 1 日づけ読売

新聞で報道）の、

賞状が届きまし

た！ 

調布ＤＥ田んぼ日記 
～今年の案山子（かかし）は強いぞ～ 

 

9 月 4 日は田んぼで、朝から生き物観察と案山子作り。

学校の子供たちは前日から準備していたらしく、手際の良

いこと。あっという間に立派な案山子が10体できあがっ

てしまいました（自分は遅れて、時間ぎりぎりまでかかり

ました）。しかも、直後の台風 14 号の強風以来、悪天候

に負けず、一つとして壊れたものはなく、今も立派に田ん

ぼを守ってくれています。おかげでスズメはあまり見かけ

ません。稲穂も十分に垂れ下がりました。収穫量はどのく

らいか、味はどうでし

ょうか、今年もいよい

よクライマックス。刈

り取りの時期が楽し

みです。 
 

●炭焼きキャンプはまたの楽しみに 

9月 24日は炭焼きキャンプの予定でしたが、あいにくの

台風接近のため中止となりました。この続きはまた10月

に。これから田んぼの作業は目白押しです。稲刈り、はざ

架け、脱穀、そして来年の準備。来月はレンゲの種まき、

籾摺り精米、落ち葉集めと堆肥作り、収穫祭など、一年の

締めくくりの時期です。今年も良い年になりそうです。 

（田んぼの学校 こんどう）

田んぼを守ってくれている案山子たち 

みのった 稲穂 ショクヨウガヤツリを確かめる 

今までの地道な活動が 

高く評価されました。 
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 調布の自然学習ボランティア 森田育美さん 
 

二つの川を抱く緑豊かな街、調布。私が生

まれ育ったのはネオン瞬く新宿でしたか

ら、全く正反対の環境でした。とは言え数

十年前の事ですから 身近にとは言い難い

ものの道端の草花で遊んだ記憶が残ってい

ます。 ▼ ２０年程前に移り住んで来ました

が、この恵まれた環境とは疎遠な暮らしぶ

りで或るキッカケで再び土を踏む時間を与

えられるようになりました。多摩川の土手

を吹き抜ける風、噎せかえるほどの雨上り

の草の匂い、騒音に馴れた耳で聞き分けにくい水音、肌に感

じる陽射しの暖かさは、鈍った五感を揺さぶり、自分の存在

を身体を通して感じさせてくれました。 

▼ 今、小学校の自然学習ボランティア活動のお手伝いを

していますが、子供達の全身で夢中になって動いている姿や

子供の目線から出てくる言葉の中に、自然の懐で育まれてい

る魂を見つけました。 ▼ 実は私は大の虫嫌い。幼い頃に訪

れた田舎で「都会っこ」と虫でいじめられたのがトラウマと

なって今でも苦手です。しかし子供達の前では変な先入観を

与えてはいけないと思い｢虫を掴んでいるこの手は私の手じ

ゃない｣等と心の中で呪文を唱えながら必死に自分と戦って

います。 ▼ こんな滑稽な事をしてまでも自然と関わって行

きたいと思っているのは、自分の住んでいる土地と親密にな

る事で、何が大切で何を守って行くべきかを見極める目が培

われ、それらを気付き感じる力は生きると言う行為を支えて

くれると思えるからです。 ▼ すぐ傍の近所の草むらから、

様々な気付きの嬉しさと、それを共有出来る楽しさと、いつ

も色々贈られています。調布の自然が地域の人達の手でいつ

までも大事にされていく事を願い、気付きのお手伝いをして

行きたいと思っています。 

ひ
と

環境保全課の窓口 
■「第４回環境基本計画策定委員会」開催 
日時：９月２２日（木）18:00～20:30 

場所：文化会館たづくり１０階 100２学習室 
前回に引き続き，重点テーマ①緑と水・景観，②
地球温暖化・ごみ，③進行管理 の３つのグルー
プに分かれ、ワークショップ形式で議論しまし
た。今回は具体的施策を視野に入れての検討を行
いました。 
■ 「第５回環境基本計画策定委員会」開催予定
日時：１０月１２日（木）18:00～２１:30 

場所：文化会館たづくり９階 研修室 
重点テーマのまとめと全体会 
 
☆お世話になりました。 
佐々木が情報管理課に異動しました。 
 調布市役所最初の職場が環境保全課でした。皆
様には4年半大変お世話になり，ありがとうござ
いました。 
 
☆よろしくお願いします。 
 早野が新しく加わりました。 
はじめまして，早野陽子（はやのようこ）です。
１０月に調布市役所に入所した新人です。市民の
皆様とともに一から勉強していきたいと思って
おりますので，よろしくお願いします。 

～ちょうふ環境市民懇談会～ 

（活動グループ）れんらく会 
9月 20日（火）18：30～21：00  出席：5名  

場所：たづくり１0階花水木 

１．活動グループ情報交換 

・環境モニター：今後植物調査の活動地点を変更、深大寺周辺を検討

中、10/1ＰＭに下見する。 ▼ 意見：現在、多摩川を調査してい

るのだから、次は野川を調査して比較するのはどうか。 

・他、活動グループ情報交換（入間樹林の会、カニ山の会、凸 凹 山、

こどもエコクラブ、田んぼの学校、ねこじゃらし、野川流域連絡会、

柏野小サポーター 

・意見交換：実篤公園付近の生活道路のクヌギ伐採に対する地元住民

の反対・手入れ困難になって生じる個人宅の伐採問題について 等

２．全体会について 

・名称の前に、内容を検討すべきでは。 

・全体会の活動紹介展示・体験コーナーは、環境フェアで行えば

どうか。中庭＋東庭：呼び込みのための丸太切りなど。季節的

にも入間など別会場のイベント企画があってもいい。メイン会

場は、11F みんなの広場：前庭で切った丸太の加工ができる

ようなコーナーを設けるのも1案。 

・今年度2/11の全体会では、運営委員の選出・パネル展示と「と

ことん討論」を行ってはどうか。討論のテーマ案として「環境

基本計画の策定を受けて、それを具体化するために活動グルー

プはどのような活動を展開すべきか」 

運営会議※1面に報告掲載のため補足のみ記載。 
9月 12日（月）18：30～21：30たづくり303 

出席：5名 ●今年度の全体会2/１１（土）準備について 

 
 

9/10（土）うす曇り･参加者8名 

看板設置・植物調査練習・笹刈り 

「調布カニ山の会」看板を３枚、樹林に設置し、

活動を行っていることをわかってもらうよう

にしました。また、毎木調査の解析に関して小

林さんから説明を聞き、１０m四方を設定して

その中の一部分を調査しました。今回の調査は

思ったより時間がかかり、少ししかできなかっ

たので次回は5ｍで杭を打つなど、やり方を考

えて続きをやる予定です。 

作業としては、北東角の笹刈りをして、実生の

コナラに日が当たるようにしました。１０月は

草本調査の予定でしたが、実生木がかなり出て

いるので実生木の調査をするか、考えるつもり

です。他、１２月には落ち葉溜め（笹処理場）

を設置する予定です。 

カニ山の会  

11 月 12日（土） 

イベント計画中！ 
かに山の木や自然で楽しむイベ

ントを行います！お楽しみに！ 
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ちょうふ環境市民懇談会は調布の自然環境を市

民・行政・事業者の協働で保全･改善・回復してい

くために設立されました。200１年から保全活動

の交流・支援、人材育成、情報収集・発信、話合

いなどの活動をしています。ぜひご参加ください。

調布市環境モニター        
11/5（土） 9：30～12：00 

集合場所：保全課にお問い合わせください  

内容：植物調査など 

※今年度は通年、植物調査をしています。また年

2 回調布の見所を紹介する「調布・そぞろ歩き」

を実施しています。企画･案内のできる方歓迎で

す。市環境保全課までご連絡ください。 

入間・樹林の会         
10/16（日）9：30～12:30 入間地域福祉セ

ンター集合 /内容：植生調査（講師：根本 淳）

 

※原則として毎月第3日曜に活動しています。 

関心のある方はぜひ環境保全課にお問合わせくだ

さい。直接地域センターに来訪も可です。 

カニ山の会           
日時：10/8（土） 10：00～1２：30 

場所：深大寺自然広場入り口集合（野草園前）

内容： 植物調査/11月イベントの準備 など
 

※原則第2土曜が活動日です。興味のある方、お

近くの方、どうぞご参加ください。 

調布市環境モニター 

『調布・そぞろ歩き』 のお知らせ 
 

環境モニター活動では年に2回、市内の自然や樹木、暮らし

を見てあるく「調布・そぞろ歩き」を実施しています。 

秋の日に、のんびりと調布のいい所を歩いてみませんか。 

 

日時：10月 29日（土） 10：00～12：30 

集合：深大寺山門前 

テーマ：深大寺南側の、緑と湧水にかこまれた生活を

見て歩く 

内容：崖線の自然と土地利用の話、 

青渭神社のケヤキの見学 など 

申込・問合：０４２４－８１－７０８６（環境保全課） 

保全活動 ・ イベント案内 

発行：ちょうふ環境市民懇談会
 
連絡先:調布市環境保全課 tel 0424-８１-７０８６ 
E-mail：kankyou@w2.city .chofu.tokyo. jp  

 編  集  後  記
すっかり秋になりました。市内の樹林

の中では、どんぐりが拾えます。そして地面をよくみていると、キノコ

もたくさん生えています。キノコを見ながら考えるのは、やっぱり「食

べられるのかな、これ」。自信を持って見分けられるものはほとんどな

いので、いつも結局見るだけ…。だれかキノコの見分けを教えてくれな

いかなー、と思うこのごろです。編集当番：はにゅうだ 

懇談会-運営委員会        
10/11（月）18：30～20：30  

場所：たづくり３階 ３０１会議室 

内容：崖線樹林の保全と活用について 

全体会について ほか 

 

※調布の自然環境について市民と行政で話し合っ

います。興味のある方はどなたでも参加歓迎です。

れんらく会           
10 /17（月）18：30～20：30 

場所：たづくり６階 ６０１会議室 

内容：活動グループ情報交換など 

 

※市内で自然環境の保全活動しているグループ・個

人の情報交換の場です。初めての方もどうぞ。 

青渭神社のケヤキ 

深大寺門前、崖線沿いの風景 

こ
れ
ま
で
の
そ
ぞ
ろ
歩
き
参
加
者
の
感
想
か
ら 

・
調
布
の
知
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な
い
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所
に
来
ら
れ
て
色
々
な
観
察
が
で
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る
の
が
楽
し
い
。 

・
い
く
つ
か
の
新
し
い
発
見
が
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
散
歩
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楽
し
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・
一
歩
中
に
入
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と
、
こ
ん
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に
昔
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ま
の
自
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い
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・
近
所
で
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ら
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事
が
多
く
、
嬉
し
か
っ
た
。 


	59-1
	59-2
	59-3
	59-4

